














































分類 し経過を追った。訓練 は発症後約1年 の時点から開
始 し、1週間に1回 の割合で外来にて施行した。
〈結果〉訓練の経過を図2に 示す。ハンドドリル、クリ
ックハン ドルともベース期には無反応であったり、把持
形態の誤 りや錯行為が出現 し全く使用不可能であった。
ハン ドドリルは使用説明書を手がか りに徐々に使用が可
能 となっていった。訓練開始5日 目には写真や指示なし
に使用が可能となった。一方、クリックハン ドルはハン
ドドリルの治療介入時点では使用不可能であったが、ハ
ンドドリルのフォローア ップ時には手がかりなしに使用
可能 となった。
〈考察〉Ochipaらは観念失行を道具の使用についての
知識の喪失として考え、田辺らは物品そのものについて
の意味記憶および手続き記憶の障害 として捉えている。
また観念失行に対する治療については、種村が認知神経
心理学の立場から視覚 ・物体入力を利用 した訓練の有効
性を指摘 している。
今回我々の行った非 日常慣用物品の使用法の獲得は、
使用説明書とい う視覚入力の利用により失われた物品の
使用についての知識や物品そのものの意味記憶を意味シ
ステムとして補い、それを再学習 させることで可能にな
ったと考えられた。 さらに学習された行為は目的の近い
使用行為への般化が起 こりうることが示唆されたが、般
化については運動が同じで用途の違う物品などでの検討
が今後必要 と考えられた。
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